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農業青年の生活と学習活動について
一一北海道の三地域の比較を還してー

(卒業論文要旨)

社会教育ゼミ生年 内 l協保 身

1 課題意識

本論文では、農業「近代化」政策のもとでますます少な〈なってきている農業青年が地域農業、

地域づく bの担い手として成長していくためκはどうしても必要1J:農業青年の学習・教育活動の

発展を援助できるよう念学習論の構築の手がかりを見い出すととを臼ざして公れそのためK実

態調査宏通じて、農業青年の営習・教育活動の方向性を考える場合の基礎となる、農業資年の状

態及び意識・行動Kついて明らかκするとと安課題とする。

2 調査地の概要

士官IJ市(水田地帯) 稲作経営の北線土佐であり、生産力も低位不安定であって、一戸あたり

の経営街積もそれほど大きく念〈、機械化の遂行も道央稲作中核地帯K比べ一歩遜れている。

新篠津村C7.k83地帯) 道央稲作中核地帯にあって典型的念大規模稲作経営地域であり、機

械化による「近代化jも急速κ進んでいる。

潤爺村(畑作地帯〕 農協を申心とする農民の集団的左努力によって農業「近代化J政策κ

診し流されるととな〈地道κ地域農業を発展させている。

3 調査の概繋

謂査対象者と調査ま内容

(調査対象者〕

。年令は 16才-25・26才までで、農業κ主として従事している青年

。青年聞をはじめとする組織活動κ参加している青年

(調査方法)

。配票調査法と集合調査法とを併用

(調査内容〕

。調査青年の長毒性と就農の動機について

c農業青年の家族内になける地位・役割について

。生活時間と余般利沼について

。今後の農業展望と農村での生活K対する意識Kついて

。今までκうけてきた農業教育Kついて
。農業資年の学習要求Kついて

。組織活動κ対する意識Kついて
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講査青年の人数・年令と分析視点

(調査青年の人数・年令)

調査青年の人数台よび年令構

成は表 lのとid)である。

表 l 調査青年の人数と年令

(分析視点)

。営農形態と生産力の発展程

度が巽念る士別、新篠津、

洞爺という三地域の比較検

討。

てここ 士別市

男女

16-22才 16人 8人

23-26才 13人 O人

年令不明 。人 0人

計 29人 8人
…一一一側一…一一一一一一--'---.-

新篠桝す 洞爺村

男 女 男 女

8人 4人 12人 、5人

5人 0人 1人 。人

5人 5人 。人 。人

18人 9人 13人 5人
一一一一

。農業労働の経験の長さの異抗年少予寄生存と年長青年との上t較検討(今回の調査では、

2 2才以下と 23才なはとκ.分けた。

。男子育年と女子青年との比較検討(但し、今回の調査では女子青年のサ γプル数があ

まりにも少ないため、女子湾年κ関する調査結果は参考程度K位置づけた。)

分析にあたっては、サシプlレ数が少ないととと、農業青年のうちでも若い方のサシプJレが多い

ととを配慮しつつ、大きく変貌しつつある農業・農村の左かで、主主本的Kは農民であるという性

格は変らないκしろ、かつての状態K比べある程度質の高い教育をうけ、をたマスコミ等の発達

Kより都市との交流が盛んに念り価値意識も多様化してきているといわれている現代の農業青年

像を浮きぼ tvcしたい。

念な、本遂の農業青年一般を対象K状態から意識まで幅広〈調査したものは、最近のものでは

昭和4， 6年、4， 9年K北海道農業会議が行念った調査κ線られるが、今回の調査では、それらの

調査では十分明らかKなってい念い、あるいはまったく触れてい念ぃ、家族の念かでの青年の地

位・役割やさ学習要求、組織活動Kまでふみとんで調査を行念った。

4 農業青年の実態調査の分析

(1¥ 調査対象者の属性と就農の動機

今田の調査対象者の大部分が高卒以上の学歴であり、その多くは専門科包として農業を学ん

でいる。(表畠参照〕

をた経営耕地規模はその地域ではかなり上

層κ位置している農家の子弟が大部分である o

とれらの青年は学卒後直ちに就農してなり、

就農κ際しては農業を一つの職業として選択

して就農する傾向が強1まってl>'t，親の方も

農業を紘ぐととを強制しな〈念ってきている。

〈表 8、告参照)

-5岳ー

表島 調査対象者の最終蛍暦
( )は女子青年の人

士別 洞爺 新篠津

学 絞 a人

(在学仁科含む〉 8 

不明女子 1人



表 8 就農漂白
( )は女子脅年の人数

士 ijlJ j関 爺 新篠津

家が農家で他にあとつぎがい念いから 5 6 4 

やりがいのある仕事だと思うから 5 畠 4 

農業が好きだから 6 ( 1) B 3 ( lI 

安定した収入が得られるから O 。 O 

都会の生活がいやだから 1 1 (l ) 1 (l ) 

親・兄弟がすすめたから 2 ( 1 ) 1 cl ) 2(2) 

先住がすすめたから 1 。 O 

友人・知人が農業をやっているので 1 2( 1) O 

その他 3 ( 1) 3(2) 5 (畠〕

表 4 親から就農するようκ強〈言われたか。

士別 洞爺 新篠津 士別 潟爺 新篠津

強〈言われた 3(10%) 2(15%) O 。 8 5 

あまり言われなかった 14，(48%) 7(54%) 13(7畠%) 2 B B 

ほとんど言われなかった 1O(拍%) 3(23% ) 4(畠2%) 1 O O 

よ〈わから左い 2( 7'7ら〕 1( 8%) 1( 6%) 。 。 l 

(2) 3家族内κむける青年の地位・役割

農業Kなける機械化の進展Kとも左い、青年が生産労働函ではたす役割はますます重要Kな

ってきてbり、今や中心的な労働力として位置づいているが、経営管理面κ沿いては依然親が

ゆ心的な役割を担ってi;-t、青年の地位は全体として低いといえるが、ただとの爵でも直接生

産K関わるととでは青年の地位はやや高くなっている。(図1，2、a 参熊)
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地域別・年令別による生産への参加度

自分が主として従事している比溶

国 1

τと別(年少青年〉
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地描別・年令官IJVCよる経営への参加度

(親が中心的κ決める比率〕
図 8
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また家族内κかける地位・役割を年令層別でみてみると、年長青年の方がやや高〈、地域別

では洞爺の青年が三三地域の念かでは最も家族内Kなける地位・後割は高いといえる。(関4参照)
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次K労働κ対する報酬κ
ついてみてみると、その額

は依然低〈、得る方法でも

まだ臼給・月給制は確立し

ていない。(図 5、 6参照〕

(表 6) 小づかいを得る方法

表 5 〔小づかいの額〕

士別

1万円未満 l 

l 万円台 13(3) 

2 万円台 1 0 

8 万円台 8 

生万円以上

平均(努性のみ〕 17.400円

( )は女子青年の人数

新篠津 洞爺

。 。
7 ( 2 ) 7 ( 2 i 

6 ( 2) 5 ( 1 ) 

8 2 (I ) 

l 。
21.400円 1 7.5 00円

( )は女子青年の人数

土別 新篠津 洞爺 台蓬(4畔〉

a定額のB給・月給をもらっている 6 (I ) 11 (3 ) 4Cl ) 19% 

b収入の一定割合をもらっている 。 。 。 2% 

c 一定部門からの収入を自分のものκしている O 1 。
d時々小遣いをもらう 13 ( 2 ) 11(4.) 11 (3) 529'0 

e現金ではほとんどもらわ左い 。 。 。 5% 

f El分の出稼ぎでの収入を小遣いKしている 12 。 。
ド町山g目白血目そ白】 の 他 O 。 1 (l) 14% 

然記入 6%

(3) 生活時間と余限利用

青年の 1日の農作業時間はかなり長い。とくに熔作地帯である洞爺では農作業時間は一年中

長〈、青年は自分の自由κ念る時間を念か~かもて念い傾向κあるといえる。(図 5 参照)

関 5 農作業時間 〈男子青年〕

時間
10 司

悶 国

植 植
え え

根裏
メIJ

b拳
諸島(

iil 
7 、.

g 月

o 

(土lJIJ) (新篠津) (洞爺)
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とのような脅年κとって 1日のうちで一番くつろげる時間である夜間の時間の使い方をみて

みると、精爺では外出、しかも青年間や研究会活動念どの青年活動を主目的とする外出が多い。

とれK対し、士別、新篠津では外出する青年は少なく、と〈 κ士自IJでは青年活動を目的として

外出する青年は少ない o (表 7参照)

表? 夜間のすどし方

土 別 澗 爺 新篠津

男 女 男 女 男 女

よ〈外出する 9(33% ) 2(82%) 9(82%) 3(60%) 7(50%) 1(13% ) 

たま κ外出する 15(56% ) 。 2(18%) 1(20% ) 4(29%) 6(75%) 

ほとんど家κいる 3(11%) 。 。 1(20% ) 日(畠1%) 1(13%) 

次K冬期間のすどし方なよび農外就業の状況をみてみると、三地域で様相はかなり巽なって

いるととがわかる。士別では冬期間、農作業期間を関わず震外就業K出かける青年が多く、と

くK冬期聞は農業学園、農業関係の短大のE部へ通う一部の青年を除くと残むの青年の大部分

は伺らかの形での農外就業κ出かけている。新篠津では農作業期間κ農外就業κ出かける

はほとんどいないし、冬期間の農外就業も徐々に減っているそうである。そして冬期間は識とい

てのんびbとすどす青年も多い。洞爺では農外就業κ出かける資年は少なく、冬期間は青年間

活動念どの綴織活動を行念ってすどす青年が多い。次κ三三地域K共通した特徴として、資年が

農外就業K出かけるま塑自や動機は「家でプラブラしていてもしょうが念いのでJといったよう

κ余絡が感じられる想自や動機が多いといえる。(表九九 10 、 11 ¥ 1 2参照)

表 8 冬期間のすどし方

士 ijlj 洞 爺 新篠津

男 女 努 女 男 女

出かせぎなどK出かけるた 5 人 O 人 1 人 l 人 8 人 0 人
めほとんど家κはいない

だいたい家 kている 11 2 5 畠 10 2 

そ の 他 *11 O 8 B 8 * 6 

* 11人中 9人は拓大の E部へ * 6人全員下宿して習いもの
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表 9 (だいたい家κいる〕と答えた人は具体的κどのようKすどすか。
( )は女子喬年の人数

土 百日 洞 爺 新篠津

家からかよえる賃労働K出る a人(1人) 2人 。人

農業機械の整備・修惣をしたり、その他、家のI't
8人 。人 。人

の小さなとまどました仕事をいろいろやっですどす

読教養蓄やや勉農業強をしたり、学級識・研ふ修や会す等よκう出κつかけとめて、κ関する知を る
畠人 l人 5人(1人)

青い年や間やグループ。自体活動をいっしょうけんめ
る。

4人 S人 4人

友よ人〈遊とび遊んκだり、スポーツしたり、また町の方へ
出かける。

。人 。人 6人cl人)

なんと左〈家でブラブラすごす 0人 。人 8人cl人〕

そ の {也 1人cl人〕 8人(2人) 。人

表 10 冬期笥の出稼ぎの有無

二七 自社 精 爺 新篠津

男 女 男 女 男 女

あ り 16人(57%) l人(33%) 6人(46%) l人(20%) 9人(50%) 。人
ト

な し 12人(43%) 昌人(67%) ?人(5 4%) 4人(80%) 9人(509も) 6人(100%)

表 11 出かぜきずに出かけた漂白・動機
( )は女子青年の人数

土 号司 綱 爺 新篠津

冬場、家でブラブラしていてもし 8人 。人 8人
ょうが念いので

自分のとづかいをかせぐために 2人 4人 8人

自分の家の緩営を援助するためκ 2人 。人 。人

しばら〈の問、家をはなれてくら
1人cl人〕 a人(1人) 。人

したかったから

そ の イ也 1人 。人 畠人

表 l畠 農作業期間の出かぜぎの有無

土 百日 調 爺 新篠津

男 女 男 女 男 女

あ り 1 z't 48%) σ人 六時) r̂C 2 5%) z't 12%) r't25%) 

な し 13 ( 52%) 2 ( 100%) 11 ( 92%) 3 ( 7 5%) 15(88%) 3 ( 75%) 
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(4) 今後の農業展望と農村での生活K対する意識

青年の多くは農業経営、農業夜d号、農業政策・農業問題、青年間在どの組織活動、嫁不足の

ととで悩んでj;.T ¥とくκ農業政策・農業開惑で悩んでいる青年が水団地帯である士別、新篠

津でと〈 κ多いととκは注目する必要があると思う o また今回の調査対象者がいわゆる結婚適

令期からみるとかなり年令の低い青年が多いκもかかわらず嫁不足で悩んでいる資年が多いと

とから、農村の嫁不足の問題はかなり深刻であ b、若い青年にとってもそのととが悩みのタネ

κ念っているととがわかる。(表 13参照〕

表 13 農業青年が現在悩んでいるとと (男子青年〕

士別(年少青年〕 士別(年長青年〕 1同爺(年少青年〕 新 篠 津

1位 農業経営のとと 8農業経営のとと 4農業経営のとと ?農業政策や農業開 5
題のとと

畠 農業政策や農業関 ?農業技術のとと 8異性のとと 51~冬性のとと 5 
題のとと

B 
グループ・団体活 6農業政策や農業開 8農業政策や農業時 岳農業技術のとと 4 
動のとと 諮のとと 題のとと

4 農業技術のとと
グループ・餌体活
4動のとと 8結婚相手のとと 4農業経営のζ と も

5 共開化のとと 生親子関係のあり方 グループ・団体活
8結婚相手のζと 8 

のとと 畠動のこと

6 過霊友労働のとと 8 結婚相手のとと
農業相続(あとつ
畠ぎ)や将来の職業 8生活改善のとと 8 

燐り 近所のつきあ
以下該当者 1人の のとと

グループ・自体活
7 8項目が 1n震gぁ 農業技術のとと 8動のとと 8 ν、

り

8 結婚相手のとと a 過重な労働のとと 8共同化のとと 2 

9 
以下該当者 B人の 遊ぶ時間や金のと 8遊ぶ待問や金のと 2 
項目が 4境問あり と と

10 友達のとと 8友達のとと 2 

次κ青年が生産./:と活のととで各機関κ対しどういう要窪をもっているのかをみてみる。国

や道κ対しては、士別、新篠津では「減反政策、米の買入れ制限の謂題Jの改善要求が非常K

強〈、次Kr生産物の価格・流通問題Jつま b米価問題の改善要求が強い。とれκ対し洞爺で
は「生産物の価格・流通問題Jr農業資材の価格・疏通問題」といった流通関係、の問題の

聖書求が強1ハ。とれは畑作物の価格が一般K低〈、不安定であるととだけでなく、澗爺の青年が

研究会活動で流通関係のととを学習しているととも反映していると考えられる。〈表 14参照)

また市や村など自分の住んでいる自治体κ対しては、「過疎開題Jr医療・福祉問題Jr道

路・交通問題 Jr文化・体育施設の関越 Jなど生活K密着した問題の改撃を望んでいる。(
1 5参照)

次K今後の農業の展望についての意識をみてみる。青年は現在の農政Kはかなり批判的であ

り、とのままではわが国の農業の将来は暗いと考えているが、農業を今後も続けていきたいと
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表 14 国や道K力をいれてもらいたいとと(男子青年)

}I演位 土 ijlJ 洞 爺 新 篠 津

1位 減米反の政策
24人 生産物の価格 ?人 減反政策 9人

質入れ制限 (92%) 問題 ( 70%) 米の質入れ制限 ( 82%) 

2 流生通産物問の題価格 12 流菜通食問題符の価格
4 
基盤裳備

生

(46%) ( 40%) ( 36% ) 

物価問題
9 
資金・負債問題

8 
医療・福祉問題

8 
3 

( 3 5% ) ( 30%) (27%) 

4 道路・交通問題
8 
農業労働力

2 
物価問題

8 
(31%) ( 20%) (27%) 

5 農流業通資材の価格 4 
物価問題

B 流生産物の価格 2 

問題 ( 15%) ( 20%) ( 1 8% ) 

6 税金問題
も 問文題化・体育施設の 2 農 の価格

(182 %) ( 1 5% ) ( 20%) 流通問題

? 資金・負債問題
4 以下、該当者 l人

税金問題
2 

( 15%). の項目 (l 8%) I 

表 15 市や村κカをいれてもらいたいとと(男子青年〕

}I爵位 土 百Ij 潟 爺 新 篠 津

l位 道路・交通問題
12人
基盤整備 (444%人〕

文化・体育施設の
(788%人) 

( 46%) 問題

2 医療・福祉関趨 (生162%) 後継者問題
岳
( 44%) 過疎開題

8 
(27% ) 

8 文化・体湾施設の 8 医療・福社問題 (33%) 道路・交通問題
a 

間基喜 ( 31%) ( 27%) 

生 過疎開題 ? 教育問題
8 
後継者問題

a 
(畠 7%) ( 33%) ( 27%) 

5 後継者間皇室 8 
( 23%) 税金問鐙 (8;%) 医療・福祉問題

畠

(18%) 

8 生産間技術態 ・営農指 岳 過疎開題
2 
上・下水道の関鐙

2 
導の ( 15%) ( 22%) (1 R%) 

7 共同化 4 文問化題 ・体育施設の
(22%) 教育問題

畠

(15%) ( 18%) 

8 教育問題 (1;%) 
以下、該当者 1人 以下、該当者 l人
の項呂 の項目

一 '--

いう窓欲は非常κ強〈、今後は規模拡大念いL現在程度の規模で農業を続けていきたいと考え

て辛子り、経営の型κついては個別経営を中心とする部分的念共同化を志向している。(表16、

1 7、18、19参照)

表 16 現在の農政の基本がそのまま続〈としたら日本農業の将来は? (男子青年〕

士 日IJ 士 日IJ 洞 爺
新篠津 女子青年全体

(年少育制 (年長青年) (年少青年3

実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率

a本農量業議の議将来 畠人 184高 4 人 33'" O 人
% 。人 % z 人 17コ70

は明
a本農 将来

10 63 6 50 8 67 9 56 8 25 
は婿いと思う
どちらともいえ

4 25 畠 17 4 33 ? 44 ? 58 
念い
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表 17 今後も農業を続けたいか

土 自IJ I 百Jj 1問 爺 新篠津 女子青年全体
(年少涛年) (年長青年〕 (年少青年〕

実数 比海 実数 比芸評 実数 比君事 i実数 比率 主務

続けたい 1 5人 94% 12人 100% 10人 83% 14人 88% 
8 人 86も

やめたい O 。 。 。 。 。 O 。 畠 20 

わからない 1 6 。 。 z 17 畠 13 5 50 

表 18 具体的κどういう裂がいいか (男子青年のみ)

士別 ※洞爺 ※新篠津 49学会道

11人 6 
(自4?人%) 60% 経営を拡大して農業をやる ( 42%) (50%) 

11 6 8 
経営は現在程度だが農業専業でやる ( 42%) ( 50%) (2 '1%) 21 

農業Eね心でやるが、少しは兼業収入も得るよ 1 。 1 
1 5 

うKする ( 4%) ( 9%) 

今は兼業仰心だが、とれからは農業中心でや 1 。 。 l 
りたい (4%) 

今は農業中心だが、とれからは兼業ゆ心でや l 。 。 1 
りたい ( 4%) 

今もとれからも兼業中心で 。 。 。 1 

他
1 

そ の ( 4%) 

※5 0年調査結果より

表 19 ζれからの農業をどういう裂~I'Cしたいか (男子青年のみ)

士宮IJ 濃;司爺 も?篠津 49年全道

あくまで個人経営でやむたい f269人%) ( 1人%) ( 2日5人%) 30% 
個別経営由心でやるが、請負耕作、請負作業 1 2 。 4 
念どをひきうけたい ( 5%) ( 1 7%) 
個別経島出心でやるが、機械利用などは共同

(4IO 8%) 
? 4 46 

でやりたい ( 58%) (33%) 
特定の作業や部門は委託するが、共同経営し 。 畠

(畠3%)
12 

たい (17% ) 

共同経営でやbたい 8 。 2 ? 
( 14%) ( 17%) 

商社との提携で経営したい 。 。 1 

そ の {也 l 。 。
( 5%) 

※ 5 0年調査結果より
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次K農村での生活κついての意識をみてみる。資年は現在の生活κ対してか念り強い改善要
求をもってお^V，具体的κは「若い者の言うことを鴎いてほしいJ左ど家族内κ公ける平等な
関係、を求める要求が強いといえる。(表 20、畠l参照〕

遂
一
女
一
山
一
一
…

全4 9年

男

64% 

36% 

生活の改善点の有無

あ

な

7間爺

10人(83%)

2人(17%)

男

士別

18.人(78%)

5人(22%) 

る

ν、

表畠O

( )は女子青年の人数

順位 士 'ijIJ 洞 爺

1位 若いて者段のし苦うととを関
6人
自由κなる金がほしい 6 ν、 ν、 ( ) ( 2 ) 

畠 g由 κ~る金がほしい 6 
若い者のaうととを関 5 

いてほしい (1) 

8 隣近所の口がうるさい 5 隣近所の口がうるさい (b 
4 
達I家ょ¢手う土経K持務し状て?態をほ考えた食

4 もっと栄養を考えた食
8 

ほしい 事をつくってほしい (1) 

5 
がわかる 4 自分の個室がほしい

畠

しい (1) 

兵体的~改善点、表 21をた脅年は樹すκ若

と〈κ洞爺でとの傾向

が強いといえる。(国

あって、一絡に話した

~ってきているととも

ぃ人がだんだん少念〈

り、活動したりする

間を強〈求めて::T-V、

6参照)

また都会κ魅力を感

じるかどうか質問して
若ぃ人が少~<~って図っている霊祭

( a非常K図っている十b多少闘っている〕

関 6
「魅力を感じみると、

会見IJ

洞爺

新篠津

./〆《¥

ィ;一一¥、、、J¥
、、~._~司
、，

\-~~~~V'どー綱相喝

たととがある Jと答え

た青年の割合は洞爺が

ずば抜けて高〈、具体

的κはf文化・娯楽の
5ω% 

施設があるとと Jr一
定額の収入のあるサラ

リーマγはよいと思う J

をあげている。(表22

23参照〕

農業青年の学習要求(5) 

い
な
く
な
っ
た

気
軽
K
話
せ
る
相
手
が

自
分
の
と
と
ろ
に
く
る

聾
仇
聞
の
役
職
念
ど
が
す
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あ
わ
な
く
な
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た

滋
勤
青
年
と
話
が

相
手
が
少
な
い

農
業
技
術
の
勉
強

が
出
来
一
な
い

青
年
凶
公
y
iク
ル
活

少
念
い

結
婚
紹
子
が

生産函での学習善要求

をみてみると、青年は

[栽培法j君主ど農業技

術関係ゃ、 f農業簿記

-6晶一

のつけ方 jなど農業経



表 22 都会生活への魅力 (洞爺以外は男子青年のみ〕

a 感じたととがある

b 感じたととが老い

表 23 ( a感じたととがある〕と答えた漂白

土 自社 1間爺(男)

文化・娯楽の施設がある S人(25%) 29% 
とと
一定額の収入のあるサラ

2人(25%) 43% 
ヲ マγがよいと思う

都会は自由でいいと思う 1人(13%) 14% 

子どもの書官湾や自分の教
0人( 0%) 14% 

育を考えると都会がいい
都会は医療や社会福祉施 昌人(25%) 。%
設が充実しているから

そ の {也 1人(1 3'7ら) 。%
し守町一

禍爺(女〕

82% 

18% 

洞爺(女)

畠5%

13% 

。%

13% 

。%

50% 

※※ 15-25才まで

4 7年 全道

15-25才 26-35才

49% 26% 

8% 23% 

6% 1% 

22% 37% 

15% 12'7< 

営関係κ対してのさ学習婆求は高いのであるが、農業経営を成事立たぜる条件である流通関係や

制度・政策関係K対しての学習善要求は儲ρ。しかし、だからといって青年が流通関係や制度・

政策への関心がうすいかというとけっしてそうでは念〈、前述したようκ、「悩み」ゃf嬰望j

の箆所では流通問題や政策問題は前面κ出てきて訟り、年少青年でもそれらのとと K対する関

心が高いととは明らかVC~ っている。しかしそのととが学習要求という形で出てとない恕由は

今回の調査では明らかにするととができ念かったので、とのととは今後の課題としたい。(図

?参照)また地域別κ学習要求をみてみると、洞爺は農業技術関係の念かでも「栽培法 J~ ど

「作物の成育に直接関わる函」や「農産物の販売、市場価格のしくみ Jといったととの要求が

高い。とくに「農稜物の飯売、市場価格のしくみ Jといった流通際係κ対する要求が高いのは、

f要望」のととるで述べたととκよると考えられる。とれに対し士別はf作物の成育K蔽接関

わる面 jの要求も高いが、それ以上vcr農業機械の整備・修謬・使い方Jといったととの嬰求
が高い。(図?参照〕また年令態別ではほとんど何もいえないが、ただ経営管懲罰Kよb深〈

参加している青年爆の方が農業経営関係ないし・流通関係κ対する学習要求は高い。(関 8参照〕

次κ生活額のさ学習善要求をみてみる。青年は「掛転資格取得Jr人生論 Jrグループ・団体活動

の運営について Jrスポーツ・レクリエーνョγJvc対する要求が高〈、政治・経済・社会の
分野への学習要求は{尽く、わずかvcr社会・経済全体の動き Jκ対ずるさ学習要求が目立つ程度

である。(摺 9参照)
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そ
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士別(わl'青年)

士見1](年長青年)

澗爺(年少青年)

〔男子青年〉農業青年の学留要求(生活面〉図 9
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次にさ学習しようとする場合の鴎難点、κついてみてみる。学習しようとする場合κ国難なとと
があると答えている割合はかなり高〈、具体的Kは、時聞がとれないという問題、学習活動を

組織できないという問題、専門の講師ゃ先生がいないという問題があるといえる。

趣味・技能・能力

し同町明閥均時J

教養

(表 24、

畠5参照)

(男子湾年)学習しようとする場合の菌難点の有無表 24

新篠津洞爺〔年少)士号1](年長)士官1](年少)

8人(46%) 9人(75%) 7人(58%)8人(57%) b あ

?人(5生%)8人(25%) 5人(42%)6人(43%) しな

(男子青年〕

)1煩位 土 5.lIJ メ数 洞 爺 人数 新 篠 津 い数

1位
学習する時間がとれ

6人 学習する時閣がとれない 4人
学習を一緒Kする仲間

6人ない がいない

畠
自分 l人では、どう

6人
I人ではどうもする気κ

4人 ヨーダーがいえEい 4人もする気Kならない t.i:らない

3 金がない 8人
一緒tてする仲間がいない 8人 専門の議締や先生がい

8人専門の講師・先生がν可まい 8人 念ν、
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(6) 青年間などの組織活動

地域青年間をはじめとする青年の地域κ根ざした組織活動の展開は三地域で形態・内容κな

いてかなb異なっている。士別では農業青年の数は大rtK滅っそきてかり、しかもその膏年の

多くは組織活動へは未加入であって個別経営の枠の念かKとじともむがちκ念っている。そし

て青年回や 4Hクラブまどの組織もとのような青年を組織できないでいるし、青年団員の1.i:か

κははっきりやめたいといっている青年も多い。新篠津では農業青年はかなり残って:;1;'1) ，青

年閣が農業青年の大部分を組織する唯一の組織として隔広い活動を展開しているが、

のなかで今後も青年団をつづけていきたいとはっきち患っている青年の数は少左ぃ。 1隠爺では

農業青年はか1.i:1)残ってお寸、組織としては、農業青年の大部分を組織している青年聞が仲間

づくりと部落との結びつきを主目的として活動してなり、他κ生産さ学習を:t目的とする「

野菜研究会Jなどの研究会活動が展開されてなり、青年もそれらの研究会へ中心的メシパーと

して参加している o とのよう K洞爺では綴織活動は大き〈二つK分化し、それぞれが活動を活

発κ展開している。そして青年間員の多くは今後も青年聞を続けていきたいと考えているo

5 まとめと今後の課題

とれまでに述べてきたととを三地域の比較という点でまとめてみると、潟爺の青年が新篠津や

土自IJの青年K比べ、家族内になける地位・役割は高〈、自覚も高〈、学習意欲も強く、学習活動

も庇主義κ展開しているといえる。とのようK洞爺の青年が自覚が高〈、地位・役割も高いのは、

洞爺では農協を中心とする関係諸機関の指導・協力、をた生産さ詮習を3三包的としている各種研究

会活動を基礎に地域農業が着実K発展してきている過程で脅年層や婦人層も含めての農民陶冶の

実践が進んできているととKよるといえる。(念台、洞爺農業の実態κついては三三上論文

-1 9 7 6年度研究室報所収ーを参照のとと)とりわけ青年層K関しては、青年間活動や「

野菜研究会 j念どの研究会活動の中心的メンバーとして積極的K参加するなかで鞠治され、地域

農業、地域づく bの担い手として策突に成長してきている。 ζのととから地域Vてなける組織活動

のあり方が農業青年の主体形成K大きな影響を与えるといえるわけであるが、との点からいえば、

洞爺の青年の組織活動は一つの典型としてとらえるととができると思う。

1.i:な、第1Kt問爺の青年の組織扇動の内実を農業構造との関連でもっと構造的K把握するとと、

第2.K農業資年のうちでも年令の高い方の湾年や女子青年の状態、意識についても明らかκし、

相互の関連も明らかκずるととは今後の課題としたい。

oo 
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